
1 都市酪農における搾乳牛の  

省力管三哩に関する研究  

担当者  菅 原 車 夫  高 橋 忠 一  

盲 壕 治 郎   

企業的酪農経営の方途として、近年1戸当りの飼肇覇数は急激に増加し、とくに都下にあっては、  

多誘化の憤向は著しいものがある。しかし、乳牛の飼養管割安衝托ついては、昭和58年、る9年  

の「構造改善地域における技術確定に関する試験」においては指挿したように、多頭化に対応した  

技術体系が確定されでいるわけではなく、なお個々の管理技術把ついて解析的追求が必要であり、  

とく忙多頭数飼育の要件として、労働生産性向上のため、管理技術な郷成する管理作業の省力化が  

要求されている。そこで管理作業中、省力化が最も遅れていて、かつ1日の管理作菜の中で搾乳関  

連作業把ついで、大きな割合を占めている飼料給与関連作業をとりあげ、その省力イ葎宣いての一一  

連の紳として「多窮数飼育における乳牛能力に対する鮒給与むらの影勘おキぴ「給餌作業の  

機械化に関する調香研究」を、昭和4n年、41年の2ケ年にわたり、実施することとした。  

Ⅰ 多索数飼育托おける乳牛能力托対する飼料給与むらの影牢調査  

〔目 的〕   

銅器所敬の増加忙ともない、飼料給与の際に、個々の乳牛の能力に対応して給与鼻を訴幣するこ  

とほ、都市酪農の実情として労力的に困難となり、押せ対象とした斉「給ぢが行なわれるよう托な  

る。したがって個々の乳牛についてみると、給与栄養分にむらか生じてくるが、それ把よる影切な  

実証的に調査し、多頭化把対応した経済的な飼料給与法肇定の資料を解る。   

〔方 法〕   

1． 概要  

1期につき準備期1週間、試験期5週間として5期を設定し、努1・期、第5期は個体の能力   

に対応して忽与量を網野し（以下三嘆給与期という。）、第2掛ま群の能力を対象として全牛  

同一一茎を給与し（以下斉一一給与斯といぅ。）、雨期における泌乳能力、飼料摂取畳、体重等を  

検討する。  

2， 供試牛  

ホルスタイン種系搾乳牛10領（昭和58－59年にわたる育成試駿牛）を使用した。供試   

牛の法条伴および試験開始時（昭和41年3月50日、29ケ月合）の発育儀は表1、2のよ  
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厚飼料の半分を与え、窮2回に漣厚飼料の残りとライ麦サイレージ（1本のサイコロ把つい  

て上．中、下層の部分で水分の測定奇行たい周型分が一定になるように給与畳を調髪した）、  

いなわらセ与えたっ水はウオーターカップおよび運動場の水呑場で自由飲水させた〔  

5  管ヨ翌  

5．1 搾乳  

1日2回搾乳とし、第1同は午前8時50舟、第2匝1は午後5時50分から開始した。搾  

乳は轢械搾乳（アルフ丁ラバル・ミルカー）とし、棄搾り以外手による搾乳は行なわないこ  

ととした。  

5．2 一般管〕禦  

単列10頭だて牛舎にスタソチオンけい留とし、牛床はコンクリート床にマットレスを使  

用し、教科は－一切使用しなかったこ汚染部分の水洗以外はブラッシング等の手入は行なわず、  

第1同搾乳終了後ただちに運動場托出し、斜2回給餌まで自ぬ遊動させた。その他の管理は  

当場燻行によった。   

‘ 調査率項お よ びそ の方法   

（1）乳  蜃：毎搾乳時、個体毎忙秤貴。  

（2）乳 脂 塞：週2回∵パブコーツク法により削定。   

（5）休   講：週1同午前10時から牛衡器により測定。  

（4）飼料摂取景：毎回の給餌時に前回の残例語を動転   

〔結 果〕  

試酔罪2期において乳房炎のため2蛮力㍉ また第5期において2頭が下痢を起こし、乳聴が極滅  

したのでその時期からそれらの牛を除外したため最終的には‘扉になった。  

1  穿孔量  

1週間毎の・平  

均1日当耗乳景  

は乗7に示した。  

これでみると供  

試年間における  

最高と最低乳蚤  

との某が大きい  

遡で2．dkg、小  

表7逓別平均1日当産乳貴（桓）  

早番号  訴発給与期   秀一一給与期   

調整給一与期  l  1ム7 1ム2 1エロ  1ム5 1d，2 15．5  15．7 15．d 15．1  5  1よ2 1ヱ0 1＆5－  1ム8 柑．5 1d．1  15．5 15．114▼d  d  14．d‘川．5 14．7  14．9 14．4 15．9  15．る 15．7 15．1  7  1占，11d．2 1‘．2  1ム2 1占．4 15，5  15，1†5．5 15．2  9  15．4 15．9 15．0  15．0 15、8 14．2  15．5 15．5 1さ．7  1ロ  1‘．4 15．8 15．d  14．9 15．115．0  14，114．0 14．1  平均  15．9 15．9 15．8  15．7 15．4 15．0  14．d 14．5 1Jl．5  A   
2＿1  2．5   2．3   1．9   2．d   2．2   2・2  1・9  2・1！   

〔A〕披ぁと最低との養  
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さい週では1．9k才で単純乳量からみると各差の少ない乳牛群となっている。   

期別合計簸乳畳をFCMに換算すると表8のようである。また第1期、第5朋の術調年給与  

期の平均値と斉・一一給与耕を比駁すると表9のようになる。  

表8 期別 FCM景 （桓）  表9FCM昏比較 （k，）  

270．る   ス5   

274．4   －7d   

J   255．4   2d4．4   2475   d   251．4   2占4．4   －・15＿0   

7   297‘   295．1   280．2   7   

牛番号  調整給与期  芳一給与期  調整給与期  年番号  調整期平均  uj  斉－・如（B）  竺竺］  l  27ム2  27t）．る  2795  口  2779      5   274．3  274．4  25R2  5  2占ム8  
288．9  295．1   ーる．2   

9   518．4   281．2   ・2るム1   9   292．5   281．2  1tl   

10   51ムチ   500．2   289 5   1D   505．2   さ00．2   5．0   

計  il．758．8   tる85こ9   td21，8   ！計   1．d8仇5   t占859   －5．4  

調整給与期に比べて斉－・給与期の方が多い個体と少い個体との頭数は同じであったが、全体  

量では秀一給与期がわずかでlまあるが多かった。しかしながら20％の水準陀おいても有親善   

は認められない。   

表8で各期間の差を求めると、第1期と第2斯との叢が52．9短、第2抑と第5期との差は  

‘4．1k伊で、第5斯忙おいて中城少がヤや多いが、この原田が給与法Iてよるものかこ 乳斯の関   

係なのか判定しかねる。  

2  体衷   

試験期間中の体系の推移は表1ロのとおりである。期間中平均して18．5桓の増となってい  

る。一一部の牛は試験後期に種付けしているが、この程慶の坤では姫娠の影響はないと考えられ、  

体蚕ほ一応安定していたといえる。   

衆10 体 賓 （極）－  

芳一給与期  

488  47D  48C   480  47【）  50D   5Dロ  490  500   

498  490  500   500  5ロ0  500   51t〕  500  51ロ   調整給与期   
470  470  490   490  490  500   5【）0  490  508   

50D  480  イスD   500  500  490   500  500  500   

47t〕  470  490   480  d9ロ  490   500  51ロ  490   

牛番号  ’調整給与斯          ロ                    5                    ‘                    7                    9                    10  490  J48ロ  500  58t〕  500  510  5110  550  510   

5  必要者舟と摂取蓉舟   



給与飼料は良好に摂取されヾ新都ル得る残飼熟まなかクた0・表11に必∵費TIJⅣ丑と辣取  

TDN葦とな示した。必要登とは給与畳決定時の必要僚・（前週の数値が基諾）で吟声く、実際  

に必要であった景つまりその期間中の数値をもとに計許したものであるb必要葦平和する摂取  

・最の割合を両給与勅で比較すると衆12のよう托ナ〔る。  

表11必要TDN景と摂取 つ‖川儲と比戟  

17スS9  172王55   牛・ 番号             必零細 円  横取放（D）  矩10ロ 用1．500  必要鼎叫 17蒜率  ・摂取劇（B）  ㌔■… 102．9％  必要掛因＝‘  摂取溌個  月  181．2珂  18さ．9押    185．98   18川2kg  18D．1d短  5  182．49  182．07  9R8  181．1・d  185．98  1ロ1．d      d  171．45  1d921  98．7  1ブ4．7■乏  j85．さ8  105．さ  1d免id  1．‘d8▼：74  7  184．94  185．ロ5  990 j  18ヱ1】〔  18ゝ5．98  98．5  18D，88 ■  イ82．07  9  185．85  184．92  9貪5  17ヱ9i  j8よ98  185．d  17さ．18  175．85  †0  18P28  18921  1（）0．ロ ー  185．29  18乙≠■8  ．i貪5  18，1．51  179d9  計  い叩5■22  1．ロ92．41  9貸7  1．0【15r）7 tl．1D5．88   101．7  1．口d5．44  1．05‘．24   
乗12 必要景忙対する摂取量の割合比較  必零蜃忙対する摂取丑の割合をみ  

ると、開架鱒与期においてはほぼ  

108％に適しており目的どおりに   

なっているが、芳一一給与期では98   

′－105％の巾で平均1ロ2％とや   

や横取盈が多く給一与むらとなってい  

卑。しかし、この差も前便甘CM牒  

一．比較と」司梯20％水準においても有  

年番・号  芦一期（A）  弼藤棚平均（8）   ∴（A）■」（B■）   

1：I2．9％   1nO．5％   ，2二’4％ 一   

5   101，d   5．1   

d   1n5．5   985        99 2   d．1   

7   98．5   9q8   －1．5   

9   105．4   997 ■   5．7   

10   9R5   －9♀5   ‡ 一0．2   

垂＿讐均   
101．7   995   】  2・5  

意差咋筒中られ加恒  

（零 約〕   

ホルスタイン杵郡乳牛－0雷を全頭1区と〔て供試し、鱒転怯により飼料給与むらの影響を調  

査した♪試験期間中郵牧が孝く4東映落して占頸の試験となった。そのためもあって給与むらとし  

ての条件が滞れた形になったn   

調紫給与期と斉一給与斯とをFCM最で比較すると斉一期り方がやや多か．つ笹下 また、必要  

でDN量に対する掬女TD鳩‾の割合せ比べると昇一刺に払てわ弗功カち袷ち心ウとなやたコしかしカがら、  

何れも20％の水準帆巧も有意差は認められない。したがって本供試牛粁の条件下では給与むらの  
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条 影影彿まあらわれないといえる。   

・！多評数飼育町境合、必畢紫外畳のパラツキの巾に：よらて、いくつかのグループ与て分けて本法を適  

用するてとか望ましい。  

一．今後の問題点とし＝て斉－．・給与法がどの靂慶までのバラツキ打消用可儲か検討の必要があろう，）  

Ⅱ＝多頭教侃育に・おける給餌作業の機械化  

（目 的）  

前年度行なった飼相の形状等に関する調査、既設自動紳嘩設の調査、自動給餌姦置の設計資料  

把もとづいて、本年度は試作自動給餌職を場内に設優し、けい留牛舎佗適する飼料給与の自動化の  

・可能性な実証試験する。  

〔経 過）  

1 試作自動給肝炎傲（本多製作所委託）  

前年度行なった飼槽の形状調査により決めた数億（牛床面から飼闇夜までの高さ50c釈、潔  

さのスタンチオン側15c町同通路側声Pm、奥行‘．9竺）を車とにした飼職を作り、飼料送  

り菜贋としてスクレーノ■く「寵取り付けたチエ鵬シを装備した。御掛よ厚さ2れ／mの鉄板とア  

・て∴ンクルを使用し■、長さ・ほ18顔の牛床巾、127几である。形状、寸法は闇1のとおりである。  

劉1 飼槽断面図（叩）  

通
 
路
 
側
 
 
 

この飼槽の底面中央にスクレーパーをつけたチェーンを靖L、モーターで應簡の素養を循環  

させる。チェーンおよびスクレーパーは図2のようである。スクレーパーはチェーン牒こ占（＝珊  

間隔把鉄板を溶接し、これ把即さt5仇の板を取りつけたもので1頭当り2区画計20区画と  
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し、スクレーバー取付延長12mとな  

っている。大ききほ、飼相凹底部み断  

面摺と同じである。2馬力の塵－ク」  
スクレーパー  

を使用し、減速陳によウチェーンの進  

行速度せ8m／痴れとした。飼槽の由   

端忙自動停止装置（リミットス■ィッ雪  

があって、党葬のスクレーバー把つい  

てる靖子償より、自動的に停止するよ  

うになっているご配隋関係は以」二であ  

るが、飼桓への投入方法は、箱形のホ  

ッパー（容帝0．5ガ、サイレージで約  

170k伊納入可能）を使用した。これ  

ま底板（シュ⊥タ⊥）の傾斜の角度が  
チエ＿  

変更可能なもので、シ′ユークーは1口  

仰の巾で前後運動（120回／刑玩）   

チェーン′  

囲2 スク レー ノて・－（珊）  

一スクレーバー  

孝  
／  

月  

0】 ro   ：／ ノ／      o   【o   

O 0  

をする。投入身の調鰍ミホプノく－の前面鱒フォークダンパーをつけ、これの上下調節Kよる。   

シューターの前後i軍部はチエーー：／．駆動シャフト陀フリーシャフトプーリーをつけ、これと連動  

させて行たう。フリーシャフトなのでチェーンだけの携行も可解である。   

2  取壊方法  

あちかじめゴ′くツパーに財料七燕入しておき、モーターを始動さゼるとチューンが動きだサ。  

商ちにシューターを連動させるとホッパーから飼料が投出され、スクレーバーによって送られ  

る。全部に飼料が行き渡ろとワミツトメ．イッチ忙先頭のスクレーノミ－が接触して樵絨が停止す   

る。探食彿の男顔は、チェーンだけを同方向に再び動かすとスクレーバTが圃樟の革搾把草し   

て行き、そして飼構底面の裏側を通って給餌開が世啓にくろと自動的忙停止し，、潤掃か終る。  

5  使用案き果   

碑械作動疇、スクレーバーをうごかすチェーンと詞楢虞横との産触把よって起ろ音痴ま予照   

以上忙大きかった．当初乳牛をスタンチオン托繋禽のまゝ機嫌な作勤したが、乳牛の動ようが   

ほなはだしく、相当期間せかけて馴らす必要がある。そこで今回ほ乳牛を出合さ棺一一連の調査   

を行なった。  

5■1 給餌  
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ホッパーに満杯托とうもろこしサイレージを入れ動かしたカ㍉ ベルトが空転しシ′ユークー  

が効かなかった。これはベルトが紳く力が繋いためと思われる。  

ホッパーの半零畳窄度（約80kg）で行なうと、シ′ユー・クーは動くが、均等な詔が倭人さ  

れず、各区画の濠をみると、10kg以上の区画もあれば、1つかみ春慶のところもあり、か   

たりの不均一な給与托なった。上れはサイレージがべたついているため、スムーズにこげれ   

滞ちることなく、シ′J－ク†震動でホッパー底部に圧箱され、一時的に大桑に落ちこむこと   

と、しばらく落ちない状群が眉くこととか交互把起こるからで、これり交互に起こる現象も規  

則的ではないため、チェーンの速度を変えても均一給与は不可能と考える。フォークダンパ  

ーを上下忙調節しでみたが、さほど好転する様子はみられない。最初、ホッパーをカラにし  

ておいて、飼料ざるで－・杯づつ落ちこみ具合をみながら投入すると割合スムーズに配開きれ   

る。しかしながら、よほどの技術を必要とし、拶樗に娼．われる形で合冊化とはいいがたくな   

ろ。ホッパーを使用せず忙この方注すなわち、チェーンを動かしながら飼槽に直搾投入する  

と労力的には、かえって楽である。チェーンの連動ナ、－・定であるから途中でモーターを止   

めないかぎり時間的托は変りはない。容合把よってlユ、例えば大貴の飼料を挿入部附近に暦   

けない場合等は、途中で止めながら没入するか、チェーン進行を減速すれは郎飼料の同時   

投入も可能である。本許否では18頭で行なったが、多帝勲飼育になれはこのような方法で   

もかなり有効と考える。しかし、種費の点ゼ可鮮ならば抒仕原調節耶巨なサイロ7㌧／ローダ   

⊥を直結させるのが理想であろう。運搬紫ほスクレー′ミーの高さ以上更に飼槽の解さ以上投   

入しても十分送られる。   

5．2 飼槽清掃   

採食後チェーンを同方向托動かすとスクレー′く－が残解せ押し出し、飼槽の終端陀落して   

いく。そして底面の裏側を通って先頭のスクレーバーが反対側のリミットスイッチに触れ、   

給餌開始状熊の位置把．【Lまる。とれだけで飼稗内の清掃が終り、従来のものと比べると簡単  

で、かつきれいに出来る。   

5．ち 構冷・材質  

飼確の鉄板は予想した窄、鋳なく、底南部ほスクレーパーの板とのまさつ忙よって光って   

いるほどである。ところが、チェーンの方は意外に錆つきがはげしく、連結部に漢厚飼料が   

つまることもあって、チェーンの屈折が困難となり、何啓かギ7－からはずれたが、逓忙ギ   

アーシ′ヤフトが所謂してしまった。チェーンを飼措からはずして連轟き部忙注油してみたが、   

ハンマーで打ては動く程度にしかならず、今後分解して倫理する予定であるが、このまま便  

ニ9－   



えば再度同じ結果になるものと思われる。飼料に接触する部分なので江執するわけにもいか  

ず今訝桓射する必畢がある。散逸飼料が飼槽の下に落ち、スクレーイく「かそこな通るときス   

タンチ冒ニ／下部支持部との間忙飼料をはさみとむのてスクレーバ「単層折した。これは飼樽   

下部への飼料落下を防げは解決するが、蹄の開題と合せ考えると、千手Tン應底面中央に1   
本だけ通さず側面忙2本通せは牛の採食も楽になるのでほ．ないかと考えられる。また、残飼   

落下部が投入部の反対側になっているが、飼楷の下側を残飼が運搬される構造にすれば、全   

ての作業が1ケ所で出来るようになろp  

要約   

チエーソおよびスクレーバー恕相み合わせた自動給餌薬置を試作し、場内に殴倹しその性能  

を調査した。   

詞楕への投入方法としてシき－クー式ホッパーを使用トたが飼料の粘性のため均一な給与を  

達し毎なかりた。苧作諾による投入托よる享凍原飼料と合わせてスムーズな配餌ができたが、  

供試牛10頚の範囲ではあまり機線化享はいい軌、。  

本装常においてのチェーン、スクレ「パ丁の力は十分であったが、材質・装備位置の点で間  

感がぁり、チエ「ンがスムーズな回転を行なえザ、機械の故障をまねいた。   

飼軌チェーンが鉄製のため、発生曹が大きく牛鯛lらす叩時間を零する。   

飼柵の肺掃は従来のものと比べ非常托簡単、かつ、完全平出来る。  

今後検討すべき点は、飼東の飼樺への投入方法、飼札 

よび位鷹亡てあ■り、かなりの改良の予地があるように考える。  

J1   
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